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情報伝達訓練の開催結果（報告） 

 

令和５年度の九州ブロック内連携体制に係る情報伝達訓練を以下のとおり実施した。 

 

【実施概要】 

 １．日時 令和５年８月７日（月） 14:00～15:50 

 

 ２．場所 オンライン 

 

 ３．参加者 

県 ：7団体 7名 

福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県 

市 ：8団体 8名 

北九州市、福岡市、長崎市、佐世保市、熊本市、大分市、宮崎市、鹿児島市 

有識者 ：2団体 2名 

九州大学 島岡教授、名古屋大学 平山准教授 

事務局 ：2団体 10名 

九州地方環境事務所、日本環境衛生センター 
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 ４．参加者の役割分担 

参加者は４つのグループに分かれ、以下のとおりの役割分担とした。 

 

役割 参加者 

被災県 １班：福岡県 

２班：佐賀県 

３班：長崎県 

４班：熊本県 

被災市町村 １班：北九州市、福岡市 

２班：事務局（日本環境衛生センター） 

３班：長崎市、佐世保市 

４班：熊本市、事務局（日本環境衛生センター） 

支援県 １班：大分県 

２班：宮崎県 

３班：鹿児島県 

４班：なし 

支援県内の支援市町村 １班：大分市、事務局（日本環境衛生センター） 

２班：宮崎市、事務局（日本環境衛生センター） 

３班：鹿児島市、事務局（日本環境衛生センター） 

４班：－ 

九州地方環境事務所 九州地方環境事務所 

有識者、オブザーバー 九州大学  島岡教授 

名古屋大学 平山准教授 

 

 ５．訓練の内容 

情報伝達訓練は、「役割の理解と具体的な活動内容の検証」、「イメージ醸成と関係者の認識共有」、

を目的として実施した。また、情報伝達訓練における一連の流れは、「大規模災害発生時における九

州ブロック災害廃棄物対策行動計画」を基本とした。 

情報伝達訓練は、大きく、「シーン１：事前の備え・検討」、「シーン２：発災直後の対応」、「シー

ン３：ブロック内連携体制の構築」、という３つのシーンに分けて行った。 

なお、各シーンにおける主な流れは以下のとおりであり、各参加者間の電話やメールでのやり取り

を想定したアクションは、情報伝達訓練上は電子メール及び Web会議システム(Webex)のチャット機

能を用いて行った。 

 １）シーン１ 事前の備え・検討 

・九州地方環境事務所から想定被災県へ災害予想情報の連絡 

・想定被災県から県内市町村へ災害予想情報の連絡 

・九州地方環境事務所から想定支援県へ支援準備を要請 

・想定支援県から県内市町村へ支援準備を要請 
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２）シーン２ 発災直後の対応 

・九州地方環境事務所から被災県へ被災状況確認 

・被災県が県内市町村の被災状況を把握し九州地方環境事務所へ報告 

３）シーン３ ブロック内連携体制の構築 

・九州地方環境事務所は幹事支援県（候補）に幹事支援県としての役割を要請 

・幹事支援県（候補）は九州地方環境事務所に幹事支援県の役割受諾を連絡 

・九州地方環境事務所はブロック内の各構成員に対してブロック内連携体制を構築した旨連絡 

 

 ６．演習終了後のご意見 

○受信者が誰から送られてきたメールなのか分かりやすいよう、メール送信時には本文中に宛先な

どを明記した方がよい。 

○どのシーンをしているのか分かりやすいようにするため、「幹事支援県」など堅苦しい言葉よりも、

平易で分かりやすい言葉を用いたほうがよい。 

○進捗状況が共有画面で参加者に共有されながら進められたのは、これまでの情報伝達訓練と比べ

て自分がどの作業をしているのか把握しながら進められたのではないか。 

○今回のやり方が必ずしも正しいというわけではなく、訓練を今後も実施し、訓練結果を振り返って

みて、どのような手順・仕組みがよいのか考えていくことが重要である。 
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